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第 1章緒言

体操競技の採点はFIG(国際体操連盟)によって作成されたCodeof Points(採点規

則)に則って行われる。また、採点規則はオリンピックを区切りとして約4年に 1度の

周期で改定される。 2017年も周期に倣ってルーノレ改定が行われ、 2020年東京オリンピ

ックまでの問、現行のノレールが適用されることとなった。得点は 2013-2016サイクル

同様に、演技の難しさを表すDスコアと出来栄えを表すEスコアの総和で算出され

る。

男子体操競技は 6種目あり、中でも鉄棒は「体操競技の華」とも植われる種目であ

る。特に手放し技は、観る人々を魅了させこれまでにさまざまな発展を遂げてきた。

本研究で取り上げる「シュタルダーから開脚トカチェフ(ピアッティ)J (以下、ピア

ッティとする)(図 1)は2017年版採点規則において、鉄棒のグループ。II(手放し技)に属

しD難度の価値が与えられている叫)。

図 1 Iピアッティ」の運動経過 文献 3)より筆者が加工して転載

1989年版採点規則的から 1997年版採点規則 37)までは D難度に位置づけられていた

が、 2001年版採点規則掛から 2013年版採点規則 41)まではC難度に格下げとなった。し

かし、 2017年のルーノレ改定により「ピアッティ」系の技がすべて 1段階格上げとなり

42)、再びD難度となった。

この技は「後方開脚浮腰回転倒立(シュタルダー)J (以下、シュタノレダーとする)と「懸

垂前振り開脚背面とび越し懸垂(トカチェフ)J (以下、トカチェフとする)を組み合わせ

たような形態のため、複合技 11)であるといえる。また金子 11)は、技の難易性について

「組み合わせ要因jを挙げており、単に個々の技の難度だけでなく、組み合わせによっ

て生ずる特別な難度価値があることを述べている。「ピアッティ」の場合、「シュタルダ

1 



'--J + rトカチェフjであるため難度はB+Cであるが、技同士が組み合わさった場合に

はこの限りではないということである。この観点から難度の見直しがされ、格上げに至

ったと推察される。

坂井ら刊は「トカチェフJの展開を「姿勢的な変化(技の難易性の高度化)J r技の組

み合わせJr他の技との融合」の 3つに分類しており、「ピアッティ」は「他の技との融

合」に相当する。さらにいえば、「ピアッテイj も伸身姿勢での実施やひねりを加える

ことが可能であり、「ピアッティ~トカチェアJなどの組み合わせ加点を得るような実

施の可能性も挙げられることから「姿勢的な変化(技の難易性の高度化)J r技の組み合

わせJへの発展の性質も持っていると考えられる。またこれらは、難度の格上げや組み

合わせ加点の獲得などにつながるものであり、 Dスコアの向上と極めて密接な関係にあ

る。

しかし、空中に飛び出す前の準備局面紛がすべて「シュタノレダーJに収飲されるこ

とから、「トカチェフ」とは異なる技術が必要であると考えられる。また、「シュタル

ダーJrトカチェフ」をそれぞれ研究したものは少なくないが、「ピアッティ」に関す

る文献は散見できるほどである。ルーノレ改定による難度の格上げに伴い、組み合わせ

加点獲得の可能性と高難度技への発展が大いに考えられる。また発展技は、単独で、の

実施でも高い難度点を獲得できることから、今後実施される頻度が高くなると推察さ

れるため、その基礎的資料となる「ピアッティ」の技術を探る必要があると考えた。

そこで本研究では、「ピアッティ」の技術を解明することでDスコアおよびEスコア

の向上に貢献できるものと考える。
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第2章関連文献の考証

第1節 体操競技の源流および特性

(1) 体操競技の源流

今日の体操競技は、 ドイツのヤ}ン (Friedrich Ludwig Jahn)によるトウノレネン

(Turnen)に遡ることができる 9)11)。また、体操という語をグーツムーツ (Johann

Christoph Friedrich GutsMuths)による『青年による体操II(Gymnastik fur die Jugend) 

を抜きにして語ることはできないで、あろう。また、先人たちの教育思想や体育思想など

をなくしては、現在の体操競技は存在しえないものである。

グーツムーツは『青年による体操』第1版(1793年)において体操の定義を規定した。

それは、体操自体がそれを行う者の興味をひくようなものでなければならないことを意

味するものであり、ルソー(Jean-JacquesRousseau)による教育の根本的主張である“自

然に帰れ(Naturzuiuckgehen)"や、ペスタロッチ(JohannHeinrich Pestalozzi)らの

“合自然の教育(Educationaccording to Nature)"と同じ精神を持ち合わせていた九

一方、第 2版(1804年)の定義では、体育の目的を精神的なものより身体そのものに向

け、身体の究極の完成を目指すもので、あった。これは、ルソーの自然観を拒否するに値

するものであり、前者との明らかな違いである ω。後にこの体操の定義は、第 1版がヤ

ーンのトゥルネンに、第2版がリング(PehrHenrik Ling)のスウェーデン体操へと分化

した。すなわち、ルソーの“自然"がグーツムーツを経て、ヤーンのトウルネンへと発

展し 9) 、現在の体操競技が在るという経緯を持つ。

ヤーンは闘争精神を形成させる自然で過激な遊戯や運動を採用し、鉄棒や平行棒など

の器械器具を考案し“危険な魅力"を与える運動としてこれらの器具による運動を推奨

したぺ一方、スウェーデン体操は戦前に普及し、名残として学校体育施設などに設置

されている肋木などが挙げられる。また、ラジオ体操の基礎になったとされており伽市7)、

運動能力を競う合うことや体操を競技化することは邪道とされ、身体育成の目的に合致

した運動が正しいとされていた 11)。これらのことから、一概に「体操」と雄も、異なる

性質を持つものであることがわかり、競技としての体操は「トワルネンjを源流に持つ

ものと考えることができる 11)。

ヤーンは 1811年にベルリン郊外のハーゼンハイデに体操場を創設し、 トワルネンが

学生団体に紹介されたのを機に、 1814年から 1819年の聞に著しく普及していった。そ

の最中、ヤーンの同胞が事件を起こしトワルネン禁止令 (1820 年~1842 年)が出された
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9) 11)。しかし、 トウノレネンを継承する者は多く、ひそかに屋内で練習が続けられ、禁止

令の解除とともに競技会が行われるようになり、トワルネンは急速に発展していったと

されている 11)。

(2) 体操競技の本質的特性

体操競技を扱っていくうえで、体操競技は何を以てして体操競技といえるのか、その

本質的特性を明らかにする必要がある。

われわれは歩いたり走ったり、身体をねじったり曲げ伸ばししたり、また何か物を投

げるなどの基本的な動きを持っている。しかし体操競技では、日常でやることのない異

質な動きをすることに異論はないだろう。すなわち、倒立や宙返りのように日常からか

け離れているような動きのことである。このことを「非日常的驚異性J11)と言う。また

そのような動きは“巧技"と呼ばれる非有用性の運動であり、それを行うことに何らか

の利益も有しないものであることを示す。目的に沿って行う運動ではなく利益を排除す

るということは、トワルネンの体操運動と対をなす体操遊戯にも例えられ 8)10)、先駆者

であるヤーンの真意を受け継いで、いる。

しかし、「非日常的驚異性」だけではサーカスと殆ど変わりなく、ただかけ離れたこ

とをやっているに過ぎない。そこで「非日常的驚異性」と対をなすのが「姿勢的簡潔性」

である。金子川は「伸膝は屈膝より簡潔であり、爪先を伸ばすことは脚の線を切らずに

延長できるので同様に簡潔で、あり、直角に体を保つ脚前挙支持は背中を丸め、膝を屈げ

た浮腰支持より逢かにすっきりしている点でわれわれを引付けるものと考えられる」と

述べている。

以上のことから「非日常的驚異性」と「姿勢的簡潔性」の二つが相互に関連し合って

体操競技というスポーツを形作っているといえる 1にこれは採点の基準となる採点規

則にも明確に表れており、「非日常的驚異性」は演技の難しさを表すDスコア、「姿勢的

簡潔性」は出来栄えや美しさを表すEスコアへと換言でき、現在もその本質を変えるこ

となく継承されている。

(3) 体操競技の競技特性

スポーツは大きく評定競技、判定競技、測定競技の 3つに大別され、体操競技は出来

栄えの良否を競うスポーツであるため評定競技に属する。評定競技は、秒数や距離など

の数値化できる客観的資料に基づいて勝敗が決められる測定競技とは対極に位置する。

また判定競技は、測定競技と評定競技の聞に位置するものと考えることができる ω。

4 



体操競技にも「静止技は 2秒静止しなければならなしリ「ひねり技は 15
0

を越えると

減点である」などといった数値を基に技の成立や減点を判断する項目がある。この点に

おける測定競技との明確な違いは、その計測が勝敗を決定づける要因であるか、という

ところにある。例えば、 100m走はどんなフォームだろうが速く走った人が勝つし、投

榔種目であればより遠くへ投げた人が勝つ。しかし体操競技はそうではなく、十字懸垂

をいくら長く静止できてもその人が勝つわけで、はないし、むしろそれは体操競技として

演技の全体性を失うことになる。

体操競技はより難しい技を、より安定して、優雅に、そして雄大に行うこと、すなわ

ち難しさと出来栄えを競うことを競技性としており刷、動きのくかたち〉は時間の流れ

のなかで全体として成立し観察者の問主観的空間の内に意識されるもの 61) である。し

たがって体操競技は測定不可能な競技であり、吉田 61)は「自己の身体を通して器械上で

次々と繰り広げられる技をもとにした時・空間の芸術Jと表現している。

第2節 体操競技における技と技術

(1) 体操競技の技

前節で述べたように体操競技には非日常的驚異性と姿勢的簡潔性という 2つの特性

を持つ。加えて、技は「収数性Jという性質を併せ持っている。収数性とは、日愛味な、

どっちともつかないような運動形態をどちらかにまとめてしまうことである。開脚と閉

脚にそれぞれ価値を見出すことができる技、例えば開脚旋回と閉脚旋回や開脚水平支持

と閉脚水平支持のような技は、それぞれあるまとまりを持つものであり異なる運動形態

として区別される。しかし、け上がりを開脚で実施しでもそこに新たな価値を見出せず、

ただ足を開いたけ上がりとして定立されてしまい、練習目標に差が生じ共通の評価がで

きなくなってしまう。このように開脚することに価値をおけず、閉脚に収数しうる場合

にはその方へ寄せ集められてしまう 11)。仲宗根却は、金子 ωによって述べられた技の

定義について以下の 4つにまとめている。

1. 誰が行っても同じ運動形態が練習の目標となるものでなければならなし、(あるまと

まりをもたなければならなしサ

2. 対象となる運動は練習によって、その習熟度を増す

3. 対象となる運動は技術性を内包し、その習熟度によって熟練性が高まるような特性

を持たなければいけない
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4. 技術は固定した一定のものを示すものではなく、時代と共に極めて流動的で、ある

金子 11) は、「スポーツ技術は、ある一定のスポーツの課題をもっともよく解決してい

くために、実践のなかで発生し、検証された仕方であると解されようJと述べている。

また、その解決の仕方は合理的で、なければならず、合目的かっ経済的な仕方によって高

いスポーツの達成を獲得するものでなければならない。

(2) 運動技術の特性

金子らゆは、運動技術の特性を以下の 4つ挙げている。

1. 転移可能性

2. 時間的限定性

3. 運動の鋳型化現象

4. 運動様式

転移可能性とは、ある選手が新しい方法で、優れた成果を上げることができても、他の

選手にもその方法が可能で、なければ、その方法を技術と呼ぶわけにはし1かないというこ

とである。どれほど優れた成果を上げることができたとしても、その個人しかできない

方法であれば運動技術とは見なされず、個人技法や運動様式といった個人的特長として

とらえられる。したがって、ある方法が運動技術と呼ばれるには転移可能性(一般妥当

性)を条件とする。時間的限定性とは、より効率の良い合理的な方法が出現すると今ま

での技術は古いものとなってしまうことである。つまり、技術は固定されるものではな

く、時代や理想像の変化とともに移り変わっていくものである。運動技術の条件として

転移可能性を挙げたが、選手に決まったやり方を押しつけ技術の型にはめてしまうこと

を鋳型化現象と呼び、技術の本質を無視した課題解決の形式化と理解される。最後に運

動様式とは、技術的に洗練された運動の個人的特性が運動経過の中に現われることで、

独自に形成される。これは意図的に習得するものではなく、努力をすることなく獲得さ

れるものであり、またそうでなければならないものである。

(3) 技術発展の 2つの傾向

金子同によれば新技には 2つの流れがあるとしづ。 1つは構造複雑化と呼ばれるもの

で、既存の技に何かを付け加えてできるものである。例えば、「後方伸身宙返り」に 1回

ひねりを加えれば「後方伸身宙返り 1回ひねりJとなるし、それがさらに発展すれば「後

方伸身宙返り 4回ひねり(シライ/グエン)Jのような高度な技になる。もう 1つは独創

的形態発生と呼ばれるものである。 1868年にハフナー選手があん馬で両足旋回を実施
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したり 11)、1981年にレベンコフ選手が跳馬でロンダート入りの跳躍を実施したり 32)と、

今までにない全く新しい形態を持った技である。特に「懸垂前振り開脚背面とび越し懸

垂(トカチェフ)Jや「パーを越えながら後方かかえ込み宙返り懸垂(コバチ)Jなどの1970

年代に開発された鉄棒の手放し技の「独創的形態発生Jの多さには目を見張るものがあ

る。

「トカチェフJの複合であと本研究で取り上げる「ピアッティ」は「シュタルダー」

るため、構造複雑化による流れであると考えられる。

回転運動の 3つの軸(4) 

1つ目は左右の肩または左右の腰を結んだ線を軸にして、前方あるいは後方に回転す

る左右軸(図 2)である。ゆかの前方宙返りや鉄棒の後方車輪、跳馬の前転とびなど体操

競技では非常に多くの運動が左右軸回転によって行われている。

2つ目は頭頂から足裏までを結んだ線を軸にして、右あるいは左に回転する長体軸(図

3)である。長体軸回転はいわゆる「ひねりJと呼ばれるもので、宙返りなどの空中局面

を伴った状態で行われるものと、ターンなどの四肢が器械に接地した状態で行われるも

のがある。

3つ目は胸と背中を結んだ線を軸にして右または左に回転する前後軸(図 4)である。

前後軸回転は側方倒立回転や側方宙返りなど主に側方に回転する軸である。また、左右

軸回転に長体軸回転が融合することで前後軸回転が発生することもある。
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第 3節 体操競技における採点の変遷

(1) 採点規則の出現と改定の必要性

最初の採点規則は、 1948年ロンドンオリンピックにおける各国審判員間の極めて大

きな採点上の見解の相違とそれによる混乱から、 1949年に FIGによって作成されたと

されている mぺ現在の基盤となった採点規則は 1964年版採点規則であり、チューリ

ッヒでの大陸間講習を機に4年に 1回の周期で見直しが行われるようになり、それ以降

定期的に改定がされてきている川6)。

採点規則が改定されないままでいると、技術の進歩が採点規則を凌駕してしまう可能

性があり、難しさと出来栄えを競うという競技性を永らえることが困難になる。また、

より高得点を出すために不可欠になってくる技や演技構成などに偏りが生じ、同じよう

な演技実施は審判員による序列をつけ難くする。そのため、技の難度設定が変更された

り、演技構成に組み込まなければならない要求が変更されたりし、均衡を保っている。

このように採点規則の改定は、体操競技の発展を意図し、競技性の保証と演技得点を適

正な水準にコントローノレするために必要があるとされている 55)。

(2) 規定演技の廃止

第 1回近代オリンピックである 1896年アテネオリンピックからおよそ 100年間続い

た規定演技は、 1996年アトランタオリンピックを最後に廃止された九

規定演技と自由演技の両方を実施することが選手にとって大きな負担になり、障害を

生む結果となることや、競技会の長期化による連盟や各組織の出費増大、観客が動員で

きない、規定演技は魅力をあまり感じさせないなどの理由で、数回の討議を経て 1994

年に廃止案が可決された附ヘ

この規定演技廃止案の可決は予選・決勝ともに自由演技で戦うことを意味するものと

なり、廃止とともに団体総合においては 6-5-4制が採用された。さらに 2001年からは

団体総合決勝において 6-3-3制を採用することになり、結果的に種目別スペシャリスト

の養成に拍車をかけることになった l九

また日本国内の高校生や中学生においても、全国高等学校総合体育大会の規定演技が

2009年から廃止され、中学生規則の規定演技も 2018年からは廃止することとなり的、

体操競技は技の高度化とともに自由演技へ偏る一途をたどっている。

(3) 10点満点ルールの廃止

2004年アテネオリンピックで日本の体操競技は 28年ぶりに五輪王座を奪還した。本
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来であればその翌年の 2005年にはルールが改定され、新たなノレールとともに 4年のサ

イクルがスタートするはずだったが、満点が 10点を超えるという従来にない大幅な改

定のために、 2005年は移行期間と称され、事実上は 2006年からの適用となった。

改定当初は、従来における難度と演技構成点をAスコア、出来栄えを表す点数をBス

コアとし、二つの合計で、決定点が算出されるようになり、 10点を超える点数が出され

るようになった。

10点を超える採点方式について、これまで以上に高難度に傾斜した演技になる恐れ

や、その結果として体操競技の本質が損なわれていくのではないかとしづ懸念がされて

いた。また、点数に上限があるということは選手の身体的負担にも上限を設けているこ

とになる。その上限を撤廃することは、選手に大きな負担を強いることになり、怪我の

危険性が増大することなどが、採用前から取りざたされていた 61)。さらに、規定演技の

廃止に引き続き、種目別で、のスペシャリストを助長する傾向にあり 17)、6種目の個人総

合で戦わない選手も見受けられるようになった。

(4) 2017年版採点規則における採点

2006年の 10点満点ルーノレの廃止後、 Aスコアと Bスコアの 2つの合計によって点数

が算出されることは先述した通りである。その後 2009年の改定により、 AスコアがDス

コア(Difficulty Score)へ、 Bスコアが Eスコア(ExecutionScore)へと名称が変更さ

れた。

Dスコアは難度点・グループ。要求点・組み合わせ加点の 3つの合計で、算出される。跳

馬以外の 5種目において、各技には 1つの難度が与えられ lつの要求グループ。に属して

いる。難度は A'"'-'Iまでの 9段階あり、難しい技を実施すればその対価としてより多く

の難度点が与えられる。また、選手の個人的な好みや技術的能力のほかに、多様な運動

を演技構成の中に組み入れさせるために、4つの要求グループ。が各種目設けられており、

1つ満たすこ、とに O.5が与えられ、最大 2.0のグループ。要求点を獲得で、きる。しかし、

カウントできるのは 10技と決められており、同一グループ。内で、実施で、きるのは 5技に

限られているため、選手は様々な技を調和よく演技に組み込むことが求められている 43)。

組合せ加点は、ゆかと鉄棒に限り特別な技の組合せに対して与えられる。 2017年のル

ール改定により、ゆかにおける組合せ加点は最大2カ所に制限され、鉄棒はC難度以上

の手放し技の連続にのみ与えられることになった。鉄棒においては、ルール改定により

難度格上げとなった技を効率的に組み込み、手放し技での組合せ加点を獲得することで
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他の選手を Dスコアで引き離すことができると示唆されている 則。

Eスコアは、小欠点-0.1、中欠点一O.3、大欠点-0.5、落下 ・転倒-1.00の4段階で減

点され、満点の 10.00から差し引し、た点数が Eスコアとなる。さらに「選手は、安全が

保証され、美的に洗練され、かっ技術的に習熟している技だけで演技を構成しなければ

ならず、美的、技術的実施を無視して難度やDスコアを高めてはならなし、J43)とあるこ

とから、体操競技の競技性を示しているものとされる。

第4節鉄棒の発達史と特性

(1) 鉄棒の起源と器械の変遷

体操競技における鉄棒の原型は、 1811年にヤーンによってハーゼンハイデに設けら

れたレック (Reck)であるとされており、当初は直径5.85cm'""6. 5cmの丸太のような木棒

であった ll)。Reckはドイツ語で物干し台の横木を意味するものであり、英語では水平

棒を意味する (Horizontalbar)、フランス語では固定横木を意味する (Barrefixe) 

の名称が当てられており、鉄の棒ではなく木棒として始まった器械である 8)11)。

図5 ヤーンの考案した鉄棒 文献 8)より転載

ヤーンは鉄棒運動を、懸垂の姿勢保持や懸垂屈腕のような力技を中心とした運動

(Hangubungen)と、上がり技、回り技、下り技を含む勢いをつけて行う運動

(Schwungubungen) に分けた。前者は力自慢的な傾向を示し次第に姿を消すことになっ

たが、後者は急速に技術が発展していった。この技術発展の末、 6cmほどもある太い棒

で振動系のダイナミックな技を行うには限界が生じ、次第にパーの太さは細くなってい

った。しかし細いバーは折れやすく、 1850年頃に材質が木から鉄へと変化し、質の良い

鋼のバーが生産されるにはさらに 20年ほどの年月を要したとされている 8)11)0 1930年
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代にはバーの太さが現在とほとんど変わらない太さになり 3)8)34)、器具の改良が技の発

展に影響を与えてきた。

現在ではバーの中にワイヤーが入った特殊鋼で作られ、非常に弾性に優れたしなりの

ある鉄棒へと変化しており、バーの太さはFIGによる ApparatusNorms3)において直径

2.8cmと定められている。

一方、日本に鉄棒が入ってきたのは明治 4年(1871年)とされており、兵士の訓練用

として導入された 8)。この時すでに木の棒から鉄の棒へと変化していたので、日本にお

いてはく鉄棒〉の名が当てられた 8)11)。

その後、学校体育で器械体操が行われるようになった明治22年(1889年)のおよそ 10

年後には、内外遊戯法制としづ書籍において様々な運動が紹介されている(図 6)。

九y持

喝さ舟

図6 水平梓運動と称された運動 文献刊)より筆者が加工して転載

水平梓と呼ばれた鉄棒の長さは、 7フィート (213.36cm)を適度とし現在の 240cmより

少し短い程度だが、太さは 1と3/4インチ(4.445cm)と1.5倍ほど太いもので、あった。

また、芯には銅を使っておりその厚さは 1インチ(2.54cm)程度のもので、あったと記載さ

れている。バーに登ったり、脚を掛けたり、支持をしたり、ぶら下がったり、様々な運

動があり、戦前や戦時中における強健な身体育成を目的にこのような運動が行われてい

た。現在のように運動技術を主題に鉄棒運動が行われるようになったのは戦後になって

からである 8)。

(2) 鉄棒の種目特性

器械の改良とそれに伴う急速な技術開発による振動系の技の多様さとその雄大な運動

の魅力は静的な姿勢保持や力技を鉄棒の領域から放逐してしまい、そしてその力技の類

はつり輪を中心に行われるようになっていった 11)。体操競技としての鉄棒は、大きな回

転の聞に他の価値ある変わった動作を加え、静止 ・停止を行わない振りおよび回転の運
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動に限られ 20)、ノ〈ーを回転軸にした振子状の運動経過はその体勢の変化により多彩な

技を形づくっている ω。また、現行の 2017年版採点規則必)において「鉄棒の演技は、

器械の特性をし、かし様々な握り手によってパーに近づいたり離れたりする振動技、ひね

り技、手放し技を流動的に連続してダイナミックに表現されなければならない」と述べ

られている。

第5節 鉄棒の演技と手放し技の位置づけ

(1) 鉄棒の演技

鉄棒の演技は静止や停止をしてはならず、すべて振動で実施しなければならない。ま

た採点は選手の足がマットから離れたときに開始される必)。

Code of Points 2017-2020 January 2018 version4)において鉄棒には 148の技があ

る。各技は4つあるグループロのうち lつのグ、ループρに属し、 1つの難度が与えられてい

る。鉄棒の演技では各グ、ノレープρから少なくとも 1つの技を実施しなければならない 43)。

グループの詳細は以下に示す。

1. 懸垂振動技

11.手放し技

111.バーに近い技・アドラー系の技

1V.終末技

演技は 10技で構成されるが、グループロIVは終末技として示されたグループロで、あるた

め、グループ I~IIIの中から残りの 9 技を選択する必要がある。しかし、第 2 節一 (4) で

述べたように、演技に極端な偏りを無くし体操競技としての競技性を保つために、各グ

ノレーブρ最大 5技という制限がある。

(2) 鉄棒における手放し技の位置づけ

2017年版採点規則では、鉄棒において C難度以上の手放し技(グ、ノレーブPII)の連続に

のみ組み合わせ加点が認められており、それらの技は数えられる 10技に含まれている

必要は無い。しかし、大欠点のある実施に対しては組み合わせ加点が認められないため、

正確に実施しなければならない。手放し技の難度が認定されるには両手で、バーを持ち明

確な懸垂局面を示す必要がある“)。表 lは2017年版採点規則における手放し技により

獲得できる組み合わせ加点の詳細で、ある。
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表 l 鉄棒における手放し技の組み合わせ加点

手放し技

C難度

手放し技

+ c難度以上
同
一
日

(この逆も可)

D難度以上 + 0難度以上 = 0.20 

次に、表 2に各グループ。内の難度とその技数を示した。グノレーフ，orrでは技数が最も多

く、他グループより高難度技が多く存在していることがわかる。このことから、組み合

わせ加点と高難度技の両面で高い Dスコアを得ることができるグルーフ。で、あると言え

る。またトップレベルの競技会で、は、グループ。内の上限で、ある 5技を演技構成に取り入

れている選手も増え、鉄棒の演技の中核を担っているグノレーフoで、もある。

表 2 各グループ内の難度と技数

A難度 B難度 C難度 D難度 E難度 F難度 G難度 H難度 |難度 計

グループ| 8 12 8 4 32 

グループ 11 3 7 10 9 6 6 1 1 43 

グループ111 6 12 11 9 3 41 

グループIV 3 5 8 8 3 2 3 321 

計 17 32 34 31 15 8 9 1 11 1481 

(3) 手放し技の分類

鉄棒における手放し技の分類は、栗原 21)による報告を木下川がまとめている。木下

19)によれば手放し技は以下に示す4つに分類で、きる。

1. 切り返しとび越し懸垂系

2. 宙返り懸垂系

3. 宙返りとび越し懸垂系

4. その他

1.切り返しとび越し懸垂系とは、前振りあるいは後ろ振りから左右軸回転の切り返し

を伴い、パーをとび越し再びパーを握る技である(図 7参照)0 2.宙返り懸垂系とは、前

振りあるいは後ろ振りから前方または後方に宙返りをし、再び、バーを握る技である(図

8参照)0 3.宙返りとび越し懸垂系とは、前振りあるいは後ろ振りから前方または後方

に宙返りをし、再びバーを握る技で、ある(図 9参照)0 4.その他に分類される後ろ振りと

び 1回ひねり懸垂(図 10)や後方とび車輪 1回ひねり(クースト)などは、手放し技のグ

ノレーフ。から除外されている。また、 2013年版採点規則まで前方浮腰回転開脚抜き技群
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(図 11参照)が手放し技として認められていたが、 2017年版採点規則からはバーに近い

技へとグループ。が変更になった。これにより、手を放しでもパーをとび越さないあるい

は宙返りを伴わない技は手放し技の分類から外されることとなった。

図7 伸身トカチェフ 図8 前方開脚屈身宙返り懸垂(イエーガー)

図9 屈身コバチ 図 10 クースト

図 11 前方浮腰回転開脚抜き倒立

図7から図 11 文献 4)より転載

木下川は「どのような運動から手を放すのかだ、けでなく、手を放して明確に空中局面

を示して、なおかつどのような運動を行うのかが手放し技の分類上の視点になってきた

と考えられる」と述べている。

第 6節 ピアッティの運動構造

(1) ピアッティの構造

ピアッティは後方開脚浮腰回転倒立(シュタルダー)(図 12)と懸垂前振り開脚背面と

14 



び越し(トカチェフ)(図 13)を融合させた技である。シュタルダーの終末局面からトカ

チェフの空中局面を辿る技であり、 2つの技の融合が 1つの技を成している。

金子 11)は、 1つの単独技の終末局面と、他の単独技の開始局面が重なり合って融合局

面を作り出し、その全体の経過に独立したあるまとまりの形態が見られるものを複合技

と呼んでおり、ピアッティはこの複合技であると言える。また、「二つの単独技の聞に

機能的断層が生じれば、その複合技の特性は破壊されて、単なる二つの単独技の組合せ

になってしまう。このように、融合の機能を条件として成立する複合技は形態的には単

純な構造であるが、その機能面は極めて複雑な構造を持つことになるJと述べており、

さらに、「融合局面の如何によっては、関連する単独技のステレオタイプを破壊させな

ければならないことも知ることになろう」と述べている。すなわち「ピアッティ」の場

合、「シュタルダー」と「トカチェフ」の技術を組み合わせることが「ピアッティ」の

技術と合致するわけではないということであり、それぞれの技術は「ピアッティJの技

術としては成り立たない可能性を指摘している。

図 12 後方開脚浮腰回転倒立(シュタルダー)の運動経過

図 13 懸垂前振り開脚背面とび越し懸垂(トカチェフ)の運動経過

図12から図 13 文献 4)より筆者が加工して転載

(2) 持ち込み動作の種類

2017年版採点規則においてピアッティの持ち込み動作(離手前の準備局面)は、後

方開脚浮腰回転、後方閉脚浮腰回転、後方浮支持回転、足裏支持回転の 4つに限られて

いる。また、足裏支持回転は鉄棒の特性上認められていないが、ピアッティ系の技に限
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り認められている運動である 43)。

2017年版採点規則では I(シュタノレダーor足裏支持回転orほん転)から開脚トカチェ

フ(ピアッティ)Jと表記されている。シュタノレダーには開脚姿勢で、実施する開脚シュタ

ルダーと閉脚姿勢で実施する閉脚シュタルダーの 2つがある。 2001年版採点規則まで

はそれぞれ独立した技として存在していたが 収数性 10)により 1つにまとめられてい

るため、表記も「シュタノレダーjのみとなっており、採点規則の図も開脚のみ掲載され

ている(図 14参照)。

尽きも剖路

図 14 2017年版採点規則おけるピアッティの運動経過 文献 4)より転載

(3) ピアッティの発展性

ピアッティは、トカチェフと同じ主要局面・終末局面を持つことから、トカチェフ同

様の発展技が存在している。また、難度格上げに伴いそれらの発展技の難度も 1段階格

上げとなっている。

2017年版採点規則においてピアッティ系に属する手放し技の中で「伸身ピアッティ l

回ひねり(スアレス)J (図 15)は、左右軸回転切り返し運動を持っとび越し系の手放し

技の中では最高難度の G難度に位置づけられている必)。また、この「スアレス」を習得

するためには、下位技である「ピアッティ」の習得が不可欠で、あると考えられる。

図 15 伸身ピアッティ 1回ひねり(スアレス)

文献 4)より筆者が加工して転載
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第 7節 シュタルダーに関する研究

(1) シュタルダーの登場

「後方開脚浮腰回転倒立(シュタルダー)Jはスイスの josefstalder選手が見事なさ

ばき方で実施したことから、その名を冠して「シュタルダー」と名付けられるようにな

った。日本に紹介されたのは、昭和 36年(1961年)10月に東京で開催された第 1回日ソ

対抗体操競技会で、ソ連のストルボフ選手が実施したのが最初とされている 九 当初か

ら浮腰支持という姿勢の規定にとらわれないダイナミックな回転技として絶賛されて

いたが、ストルボフ選手によって屈身支持回転への傾向がますますつよくなったとされ

ている 11)。

(2) 理想像の変遷による発展

以下の図は、採点規則の体裁が整えられた 1964年版採点規則から現行の 2017年版採

点規則までのシュタルダーの運動経過で、ある。

4
4
 

a
Y1
 

図 16 1964・1968年版採点規則の

シュタノレダー

図 17 1975年版採点規則の

シュタルダー

n
HH
U
H
M智
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F
U払喜
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¥
F
 
〆号
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図 19 1985・1989年版採点規則の

シュタノレダー

図 18 1979年版採点規則の

シュタルダー

図20 1993年版採点規則の

シュタノレダー

図21 1997・2001年版採点規則の

シュタノレダー
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図22 2006・2009・2013・2017年版採点規則のシュタルダー

図 18から図22 文献 4)28) 30) 31) 33) 36) 37)より転載

1968年版採点規則までは、後方車輪の勢いで、シュタルダーに持ち込んで、いたが、次

第に倒立を経過した局面から脚を開き腰を曲げることが望ましいとされ、 1975年版採

点規則から2001年版採点規則までは倒立位から持ち込むようになっている。また、厳

密に採点が行われるようになった 2006年版採点規則からは、倒立位での腰の曲がりも

少なくなっている。さらに、現在施行されている 2017年版採点規則からは減点項目と

して「開始局面で、倒立位からの逸脱は減点の対象となる」と明記されるようになった。

市場 7)は「新技の初公開の時期が特定できるのに対し、このような実施の変化が起きた

時期を絞ることは容易で、はなしリと述べていることから、採点規則の図がその当時の技

のすべてを説明しているわけではなく、技術は常に進歩していることを示している。

これらの発展は、器械器具の改良や「伸腕の優勢J11)、「遠心的な発達J7)といった面

から捉えることができ、「シュタルダーとび 3/2ひねり大逆手」や「シュタルダーから

開脚トカチェフ(ピアッティ)Jなどの高難度技に発展していき、鉄棒の発展を支えてき

た要因であると推察される。

(3) シュタルダーの特性

シュタルダーには「おとしJや「つぶし」と呼ばれる技術に特徴のある形態を見張る

ことができる。おとしとは、肩角度を広げたまま腰をつり上げ振り下ろす動作 11)であ

り、肩の回転速度を高める技術である。この局面では腰を遠くにし、遠心力をより獲得

することを「外すj といった言葉で、表現する こともある。金子 12)は「倒立へのスピード

を生むのは外しの技術と落としの技術に依存している」と述べている。つぶしとは「体

操競技において、回転力をたかめたり上昇力を生み出すために、強く体を腰で折りたた

む動作J51)であり、その屈曲はパーの真下で、最大になるとされている 23)。これらの技術

はシュタルダーと似たような運動、すなわち体を腰の屈曲によって折りたたみその反動
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で、跳ね返ってくる、例えば平行棒の棒下宙返りなどにも共通している。また先述の「伸

腕の優勢」や「遠心的な発達」などの観点からシュタルダーなどの実施に際しは中核的

な意味合いを持つものと考えられる 11)

第8節 トカチェフに関する研究

「懸垂前振り開脚背面とびこし(トカチェフ)Jは1977年にソ連の A.Tkatchev選手が

発表した技で、現行の 2017年版採点規則においてC難度に位置づけられている。また、

トカチェフの発表からおよそ 10年後の 1988年には、空中局面を伸身姿勢に変化させた

「伸身トカチェブ」や、伸身姿勢にさらに l回ひねりを加えた「伸身トカチェフ 1回ひ

ねり(リューキン)Jなど、高難度の発展技も登場している。

本研究で取り上げる「ピアッティ」は、離手するまでの局面がシュタルダーに置き換

えられているが、離手からバーを再び持つまでの局面はトカチェフときわめて類似した

運動経過を持つ。これまで「トカチェフ」に関する研究において、特に「あて」の動作

が重要であるとしづ見解が多くなされている担)46)4市 4)刷。

第9節 モルブオロギー的研究方法

(1) 運動モノレフォロギー(Morphologieder Bewegung) 

モルフオロギーとはゲーテ (JohannWolfgang von Goethe)による造語であり、ギリシ

ャ語に語源をもっ“Morphe"が形態を表す語であることから「形態学」と訳されること

がある。しかし、モルフォロギーを形態学としてしまっては生物学的な語感を含んで、し

まう恐れがあり、ゲーテの真意を損なうため「モルフォロギー」とそのまま訳をあてた

ものである 20)。

運動モルフォロギーは運動を研究していくに際して、まず取りかからなければならな

い第一の段階であり、スポーツ運動を現実に行われている姿のままでとらえようとする

ものである。また、映像による観察は、静止や反復、計測、比較などを可能にする泊。

運動は一回性(Einmaligkeit)の性質を持つO 一回性とは、どんな運動でも同じ運動経

過は二度とこの世の中に生起しないということであり、たとえば同じ技や同じ演技を披

露しでも、全く同じ動きが表出することはない。マイネノレはこの一回性の認識に基づい

て初めて、運動形態の定立、運動類縁性却などモルフォロギー的考察が可能になる仰

と述べている。
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モルブオロギーは単なる表面的なかたちの考察に終始していて、本質的な動きの中味

のメカニズムの解明には至らない 26)。スポーツの動きをいきいきと生成しつつあるも

のとして、そのままのすがたでとらえ、眼に見え、手で触れられるその外なる部分部分

を不可分のまとまりとして理解し、それを内部の反映として受けとめ、こうしてその全

体を直観において捉えるお)。ここでいう直観(Anschauung)とは、対象がそれ自身あるが

ままに本源的に与えられる現象学的認識が意味されており、目に映じたままの自然を具

体的な姿においてとらえようとするものであるゆ。したがって、運動の直観的把握の対

象は運動ゲ、シュタルトである 5九佐藤岡は「運動ゲ、シュタノレトは、音楽メロディ一同様

に時間ゲ、シュタルトであり、止めることのできない運動、あるいは止めたら運動ではな

いという特性は、動いているそのままの現象を全体としてとらえる運動モルフォロギー

の必要性を示唆することとなるjと述べており、他者からの評価を基に勝敗の決定が行

われる評定競技において、運動モルブオロギーは非常に重要な役目を果たすことになろ

フ。

自然科学が運動を“もの"として扱うのに対し、モルフォロギーは起こっている運動

を“こと"として扱う、本質的に不精密で、非数学的、非科学的な分野である ω。しかし、

モルフォロギー的に確認されたことを保証し、検証するのに必要で、あるときのみ、測定

や数量的把握がされるべ

モルブオロギー的考察法でとらえようとするのは分析器が避けてしまう運動の徴表

や固有性であり、たとえば、空時・力動構造、運動の流動、運動の弾性などである泊。

これらは、可視的運動形態の成立に関与している諸要因を指摘し、その結果を実践に生

かすこともできるようにするものである。すなわち、モルフォロギー的考察法は、発見

的性格を帯びた実践に即した研究法である刻。

(2) 自己観察(Selbstbeobachtung)

ここでいう自己観察とは、自分の運動している映像を第三者的に自ら観察すること

ではなく、「自己の直接的な経験の過程を、独立的にではなく関連的に、偶然的にでは

なく意図的、計画的に観察することを意味する」 ωものであり、学習者が自己のいまの

運動を内から反省し、身体各部を知覚できたか、四肢の動作は思いどおりに操作された

かといった部分的なことはもとより さらにその全体の連関構造を内から把握すること

が求められる 13)。そして、その感じ取られた内容が言語で表されることが不可欠であ

り、言語による再現を可能にしている根底には、体験残像を鮮明にもつことにある山九
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これは、練習やトレーニングなどの情動的に激さない情況のときに可能で、あり、試合や

競技会などの激しく緊張した情況では、主体を運動者と観察者に分かつことがほとんど

できないという 2九この体験残像(Erlebnisnachbild)について佐藤闘は「単なる視覚

的内容ではなく、力動性までも含めた総体的印象であるといえよう」と述べている。

自己観察の研究方法は信頼性に欠ける部分はあるが、映像や量的測定などの客観的資

料によってこの不十分さは補われる 22)。また、自らの運動の把握はこの方法でしかでき

ないし却、岡端 49)は「たとえ、自分が実際に動いているときに感じた内容とそこに映し

出された客観的運動が示す内容にズレがあったとしても、自分が運動中にそのように感

じたこと自体はけっして間違いではないし、また、それはまぎれもなく私固有の動感世

界における事実なのである」と述べている。

(3) 他者観察(Fremdbeobachtung)

自己観察に対して、運動経過を外から観察することを一般に他者観察と呼ぶω。この

場合、運動経過は客観的に提供され、追検査できるように与えられている却。

他者観察では、一回性現象の克服、速いスピードの運動経過の克服、大きな運動空間

をもっ運動経過の克服、同時性の克服などを可能にするために、映画撮影やVTR撮影に

よって映像を客観的に保存し、スローにして見たり、必要に応じて計測したりする場合

がある ω。もっとも、他者観察において重要なことは、運動経過の本質的な運動徴表を

見抜くことにあり、そのためには印象分析(Eindrucksanalyse)を正しく行えることが必

要である ωmo印象分析は、他者観察の不可欠な前提となる分析法で、これによって運

動現象のなかに表れている諸徴表をとらえ、さらに精密な分析研究のための仮説を導き

出す重要な手段である却。この印象分析を可能にしているのは、生徒の運動感覚を同時

に自分自身にも感じ取れる「運動共感能力」であり、「運動を見抜くカJとならんで他

者観察において不可欠の要素である。さらにマイネル 22)は「運動系の観察力は、たとえ

ば動きの範囲や外的な経過形態のような図形的形態を視覚的に近くすることだけに制

限されているのではなくて、その視覚的知覚の限界を乗り越えて、弾性や運動の流動や

運動のリズムなどのような諸徴表や固有性さえも明らかにしていく」と述べている。

第10節 スポーツ運動の質的把握

(1) 運動記述

運動を合理的に把握していく第一歩は言語によって記述することであり、この記述は
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運動を外面的に正確に写し取るだけでなく、運動経過のある特徴を浮き彫りにし、また

説明するものである。しかし、正確に運動経過を記述しでも不完全で、あり、また、運動

を知らない人にとっては、はっきりとした像は浮かばない。そこで、写真や図解などの

助けを借りることが効果的である幼。

記述は始めから終わりまで、の経過を追ってし、く。目に入るものは書きとどめられるけ

れども、さしあたって目立っているものがかならずしも大切なものとは限らない。運動

記述は、多様な運動経過の全体をできるだけ把握しようとするものである幼。

(2) カテゴリーによる把握

マイネノレ mは、運動質を把握するために「運動の局面構造 (Phasenstruktur der 

Bewegung)J r運動リズム (Bewegungsrhytmus)Jr運動伝導(Bewegungsubertragung)Jr運

動流動 (Bewegungsflus) J r運動の弾性 (Bewegungselasizitat) J r運動の先取り

(Bewegungsvorausnahme) J r運動の正確さ (Bewegungsgenauigkeit) J r運動の調和

(Harmonie der Bewegung)J とし、う 8つのカテゴリーを提唱している。

カテゴリーによる把握はスポーツ教育学的研究の中核をなすものであり、スポーツ運

動系における現実の徴表と固有性を客観的に表し、カテゴリーというものの助けを借り

てこそ、膨大な数にのぼる個別なるものをほとんど一望に収めて捉えることができる。

また、スポーツの運動経過を明確にしていくカテゴリーはアプリオリではなくアポステ

リオリである。つまりk、あらゆる経験から独立し得られるものでで、はなく、経験や実践か

ら得られるものでで、ある 2却2幻)

カテゴリ一は運動全体の諸徴表を表すものでで、ある O 細部にわたる運動分析において頭、

腕、脚などの部分的運動を区別することがあるが、部分的運動は全体の中においてその

意味を持つものであり、運動は常に全体を通して把握されるべきであることを念頭に置

かなければならない 22)。

本研究では、上記 8つのカテゴリーのなかで「ピアッティ」と特に関係が深いと考え

られる「運動の局面構造Jr運動リズムJr運動伝導Jr運動流動Jr運動の先取り」に着

目し考察を進めるものとする。

(3) スポーツ運動系の諸原理

スポーツ運動というものは、スポーツをする人間とその環界との積極的な対峠のなか

で発展してきており、その対峠の中にはきわめて明白な傾向を認めることができる。選

手や指導者たちは問題に取り組む際に、より合理的に成し遂げようと努力してきたので
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ある。運動学においてこの客観的に示される傾向は「原理j と呼ばれ、「合目的性の原

理」と「経済性の原理jの2つに分けることができる。両者はきわめて類縁的ではある

が、決して同一で、はないということを理解しておかなければならない 22)。

合目的性の原理は、「運動課題が解決されているのかJr目的はこの運動によって達成

されたのか」といったことが問われ、運動経過が合目的かどうかは、努力する目標と適

切な運動を通してそれが実現されたこととを比較することによってのみ決定される。し

たがって、合目的性はあらかじめ計画されたことが実現されたことと一致するかどうか

で表される。このように、運動の結果を表す合目的性の原理に対して、経済性の原理は

運動を遂行するときのエネルギー消費の節約性を表す。スポーツ運動は経済的で、なくと

もあらかじめ計画された目標に達することはできる。しかし、経済的で、あり合目的的で

ある運動は長い時間を要することになるが、非常に大きな役割を果たす。経済性の原理

は「最大の達成が最小の力で実現されるようにそこにある力を使わなければならなしリ

ということを意味するものである ω。

第 11節 運動質を把握するためのカテゴリー

(1) 運動の局面構造(Phasenstrukturder Bewegung) 

このカテゴリーを説明するにあたってまず「構造jの概念を理解する必要がある。構

造とは個の寄せ集めとしての集合ではなく、全体の一つの意味あるまとまりとしての分

節を表す。たとえば、建築物における部品の組み合わせやその仕組みなど、内的な分節

を意味するもので、空間に力点をもっ。つまり実体を対象にして「構造」というものが

捉えられる。しかし、スポーツの運動経過などは一回性の現象初であるため、運動構造

というものは機能的に理解されなければならない。すなわち“運動構造

(Bewegungstruktur)"は、空間的な分節だけでなく、時間的・力動的な分節も同時に意

味することになる。運動経過は可視的に分節化され、一定の諸局面に区別された運動経

過の空間・時間的分節を「局面構造(Phasenstruktur)J、カ動・時間的分節を「運動リ

ズム(Bewegungsrhytmus)J と呼んでいる 22)。

運動には「非循環運動(AzyklischeBewegung)J r循環運動(ZyklischeBewegung)J r運

動組合せ(Bewegungskombination)Jの3つの運動形式を認めることができる。非循環運

動とは、跳ぶ、投げるなどの 1回の経過で完結する運動である。これに対して循環運動

とは、同様の動作を繰り返し行う運動であり、歩く、走るなどの主に移動系の運動が属
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する。運動組合せとは、体操競技における技の連続や、野球における捕球・投球動作の

結合など、 2つまたはそれ以上の異なる運動形態を連続して行う運動である。

マイネル却によれば非循環運動は、いかなる運動であろうと「準備局面

(Vorbereitungsphase)J I主要局面(Hauptphase)J I終末局面(Endphase)Jの3分節を示

すとしづ。準備局面は主要局面をより効果的、経済的に遂行するために重要な役割を担

っている。主要局面の準備は導入動作(Ausholbewegung)によって行われ、主動作に対し

て反対方向に行われるという特徴をもっO 主要局面は、そのときの運動課題を直接解決

する局面である。そして終末局面は主要局面から平衡状態あるいは静止の状態へ導かれ

る局面である。

一方、循環運動では「主要局面j と「中間局面(Zwischenphase)Jの 2分節が認めら

れる。中間局面は準備局面と終末局面が lつの局面となったもので、これを局面融合

(Phasenverschmelzung)としづ。つまり、循環運動においての終末局面は同時に準備局

面でもある。また、この局面融合は運動の組合せの場合においては回復的な性質をもち、

新しい運動の起点となり通過段階を表し、運動の結合を速やかに成立させる mo

幼児がボールを投げるのに、導入動作なしにボーノレを手から離すだけとし1う動作をす

ることがある。これと同じように年齢を重ねた大人で、あっても、新しい運動を習得する

際には局面構造ははっきり表れないことが多い。構造のそれぞれの局面の聞には、 1つ

の局面の変化が他の局面に影響を及ぼすという「相互依存性jがあり、各局面は相互に

関連し合っている却。

「ピアッテイj は非循環運動であるため「準備局面j をシュタルダ一、「主要局面」

を空中局面、「終末局面」を再びバーを持つ局面の 3つに分けることができる。

(2) 運動リズム (Bewegungsrhytmus)

運動リズムは運動の循環・非循環に限らず、緊張と解緊の周期的交替を表す運動の

力動・時間的分節である。

運動リズムは、生得的ではなく経験を通すことによって理解される習得的なもので

ある。また運動リズムはしばしば視覚的に、聴覚的にきわめてはっきりととらえられ

る現象として出現するものである。したがって、リズムは確実に可視化でき、観察者

側からはっきりと把握されるものである。特に熟練者の場合には緊張と解緊の交替が

リズミカルに行われるのが分かるが、初心者の場合は不完全にしか現われないことが

多い。しかしこの場合は運動リズムがないわけで、はなく 交替は存在しているが運動
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課題に適合していないだけである。また、運動経験の欠落は運動リズムの把握を困難

にする。特に初心者や新たな運動に取り組もうとする学習者を指導する際には、正し

い運動リズムを把握させることが重要で、あり、マイネル 22)は「たとえ粗形態ででも、

リズムが把握されれば、いわば最初の“基本的骨組み"を得たことになり、運動経過

のなかの効果的な瞬間を体験したことになるj と述べている。これは運動を行うとき

のみにはっきりと生じるものではあるが、予習として意識させることができるもので

もある。

(3) 運動伝導(Bewegungsubertragung)

運動はすべての関節や四肢が同時に動いて開始されるものではなく、そこにはある順

次性や一定の順序が見られる。この現象を運動伝導といい、運動の経過形態において知

覚できる個々の体部分ないし関節の運動順次性のことを指す。また、この運動順次性は

高速度撮影でしかはっきりと分からないことがある泊。

運動伝導には「胴体から四肢への伝導」と「四肢から胴体への伝導」の 2つの形態に

大きく分けられる。さらに「胴体から四肢への伝導」は「胴体から腕への伝導Jr胴体

から脚への伝導Jr胴体から頭部への伝導」の 3つに区別され、また「四肢から胴体へ

の伝導jは「腕から胴体への伝導Jr脚から胴体への伝導Jr頭部から胴体への伝導Jの

3つに区別される。特に、頭部から胴体に向かつての運動伝導と、頭部による姿勢の操

縦はきわめて密接に結び、ついているため、「頭部から胴体への伝導」は頭部の操縦機能

として特別に区別される 22)。

伝導の方向は運動課題によって異なる。運動課題が外的物体や物的環境に作用しなけ

ればならない運動の場合、たとえば投げる動作のある投榔種目や野球、柔道などに起こ

る胴体から四肢への運動伝導は、動かさなければならない対象の目指す方向に行われる。

一方で、跳躍や器械運動のように、運動のもつ主な課題が体そのものの運動にある場合は、

四肢から胴体へ伝導が行われる。しかし、これらの運動課題と方向の関係は、頭部から

胴体への運動伝導、つまり「頭部の操縦機能j にはあてはまらない。
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圃醐醐掴
図23 運動伝導の種類

マイネルは 22)、頭部の操縦機能とならんで、胴体の操作についても重要性を述べおり、

その多様な胴体操作を「上下の胴体操作Ji水平の胴体操作Ji胴体の回転Jiねじり動

作Ji胴体の反り」の 5つに区別している。また、肩や腰などの胴体の一定の部分だけ

に限らず、四肢への関連についても「相互の関係やその聞にひそむ関係を無視すると、

誤った結論を導きやすしリ 22)と述べている。したがって、運動は常に全体としてとらえ

なければならないことを表している。

(4) 運動流動(Bewegungsfluβ)

運動の流動がうまくいくといった場合、その運動は「かどjがない曲線的な動きであ

ることを示す。つまり、運動経過が途切れることなく流れるような動きであることや、

急な速度変化がなくなめらかに移行する運動を指す 2九 流動は空間的、時間的、力動的

過程で、それぞれ結びつきをもっており、運動経過の中で同時に確認される。また、局面

構造、運動リズム、運動伝導の諸徴表は流動によってさらに確かめられ、指導の現場に

おいても同時にとらえなければならない 22)。

流動の概念は、運動の流動的な結びつきだけを表すもので運動リズムとは異なるもの

である。マイネル 22)は「すべてのリズミカルな経過が流動的で、あるのはいうまでもない

けれども、すべての流動的な移り変わりがリズミカルな特徴を示すとは限らないのであ

る」と述べている。

運動では、準備局面における導入動作が主要局面への流れを作ることが多く、その移

り変わりは結び目の点を表している。特に技の組み合わせの場合によくあてはまる 22)。
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また、角ばった動きや静止の状態から力を入れることは前節で述べた「合目的性の原理」

と「経済性の原理」にそぐわない動きである。したがって、そのような動きは非合目的

であり非経済的で、もある。

(5) 運動の先取り (Bewegungsvorausnahme)

人聞が行う随意運動には、その行為の目的や結果を先取りし、それは行った者の意識

のなかで行われる。スポーツ運動においては、その運動の目的が先取りされることによ

って行為の展開を規定していくものである。マイネノレ 22)は「先取りというのは、次につ

づく運動課題をめざして先行する運動局面あるいは運動経過全体がモルフォロギー的

に同調を示すことである」と述べている。運動の先取りは、それによって次につづく運

動をモノレフォロギー的に変容させる性質をもっており、それは客観的に明らかに確認で

きる。特に運動組合せの場合にはすべての運動に見られ、先取りというものは組合せ運

動系がスムーズに行われるときのもっとも基本的な特徴である mo

運動の先取りは一般に、運動を行う前に表象される運動過程の図式である「運動投企」

却の先取りと結びついている。フェッツ 5)は「運動の先取は、幅広い運動経験に基づき、

そのことによって、その合目的性あるいは実現可能性における高い確率を持ちうる。そ

れは運動経験が不足している場合には、きわめて不確実であり、同時に先取りする人に

とっては非常な冒険をすることを意味しうる」と述べており、さらにマイネル却は「運

動経験がまったく欠落しているときには、どんな運動投企さえも先取りすることはでき

ない」と述べている。すなわち、ここでいう先取りというのは経験により獲得されてい

くものであり、ヴァイツゼッカー闘が「フOロレープシス(先取)Jに関して「定常的図形

時間の規則(Regelder konatanten Figurzeit)Jを例に挙げたように、自らの経験則に

基づいて運動が起こる前からその「結果の先取引が行われていることを説明している。

また金子ωは「フ。ロレープシスとし寸原理は、その運動感覚能力に裏打ちされていなけ

れば有効に働かなしリと述べている。

運動経験が習熟していくほど先取りの正確さは増していくことになるが、早すぎるあ

るいは遅すぎる先取りは合目的的ではないため先取りの訓練では運動反応のタイミン

グに注意を払わなければならない。また、運動の先取りは可視的で外的に知覚できるも

のではあるが、その本質は運動の徴表ではなく随意運動を行う前に現われる心的過程で

あるへということを理解しておかなければならない。
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第3章研究目的

本研究は、鉄棒における「ピアッテイjを習得するための有用な技術的傾向のー要因

を探り、その技術の検証を行うことを目的とする。
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第 4章研究方法

第 1節実験構成

(1) 実験場面と構成

被験者には「ピアッティJを実施させ、その実施を縦方向、横方向の 2方向からデジ

タルビデオカメラ (EX-FH25、CASIO社製)を2台使用して撮影を行った。また 2方向に

おける正確な資料を得るため LED型シンクロナイザ(PH-106、D聞社製)を取り付け、 2

台のビデオカメラを同期した。さらに他者観察の資料を得るために、デジタルビデオカ

メラ (DMC-FZ300、Panasonic社製)1台を使用し横方向から撮影した(図 24参照)。

撮影を行うにあたって、被験者の安全を考慮しピット(床面を掘り下げ、ウレタン素

材のマットを敷いた体操競技の練習設備)に設置された鉄棒で実験を行った。

目
23m20cm 

千回 令

図24 実験場面の模式図

実験における詳細は以下の通りである。

a)実験日時

実験日時:2018年 7月 12日(木)

天 候:晴れ

場 所:)1慎天堂大学さくらキャンパス OGAWAGymnastics Arena 

b)カメラ位置

縦方向:鉄棒のバーの中心からカメラまでの距離:23m20cm 

床面からカメラまでの高さ

フレームレート

シャッタースピード

焦点距離
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横方向:鉄棒のパーの中心からカメラまでの距離:9mOOcm 

床面からカメラまでの高さ : 2m80cm 

フレームレート

シャッタースピード

焦点距離

(2) 身体部位マーカー

被験者には分析の資料として、次の身体部位にマーカーとしてテープを貼り、頭頂部
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で、交差する線の入った帽子を着用して撮影を行った(図 25-1から図 25-3参照)。

1.手首点:尺骨茎状突起

2.肘点:肘頭

3.肩点:肩峰

4.腰点:腸骨上稜

5.膝点:排骨頭

6.足首点:排骨外果

図25-1 マーカー(正面) 図25-2 マーカー(横) 図25-3 マーカー(背面)

(3) 未熟練者群の追加実験構成

2018年 7月 12日に行った実験データを基に考察し、得られた熟練者の技術的傾向を

未熟練者に還元し、 1ヶ月の介入指導の期間を設けて再度撮影を行った。その際の実験

場面、カメラ位置、身体部位マーカーは 7月 12日と同様に設定した(図 24模式図、図

25-1から図 25-3)。

実験における詳細は以下の通りである。

実験日時:2018年 11月 16日(金)

天 候:晴れ

場 所:)1頂天堂大学さくらキャンパス OGAWAGymnastics Arena 
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第2節被験者

順天堂大学体操競技部員および社会人体操競技選手の中から「シュタノレダーJIトカ

チェフjならびに「ピアッティ」を習得している選手を 4名選出した。被験者の詳細は

以下の表3に示す通りである。

表 3 被験者プロフィーノレ

年齢 競技膝
被験者 身長(cm) 体重(kg)

(歳) (年)

被験者A 27 168 58 21 

被験者B 23 168 62 19 

被験者C 20 160 54 15 

被験者D 18 168 62 12 

第 3節 実験課題および原資料の採用

被験者には実験の概要を文章で説明し、内容を十分に理解してもらうとともに、書面

にて同意を得たうえで行った。「ピアッティJを被験者の最もやりやすい方法で 3回実

施させ、本人が最も良いと思った試技と最も良くないと思った試技を採用した。実施終

了の直後に、予め用意した自己観察報告の質問に対する回答を ICレコーダー(SONY社

製 ICD-UX533F)を用いて記録した。さらに資料として「シュタルダー」の試技と、「ト

カチェフ」の試技も撮影を行った。また、本研究は順天堂大学大学院スポーツ健康科学

研究科における倫理委員会により認可(第 30-34号)を受けたうえで実施した。

第4節考察方法

「ピアッティ」は空中局面を伴う技であるが、これが手放し技のグループに位置づけ

られている所以でもあり、最も主要となる局面である。手をバーから放し空中に飛び出

す前に準備局面としてシュタルダーの動作を行い、シュタルダーから空中局面へ移行す

る際には体の回転方向を後ろから前へ切り返すために、胸や肩を伸展させる「あて」と

いう動作を行う。「ピアッティj の主要局面は空中局面であり実施の中核を占めるとこ

ろではあるが、その空中局面にどれほどの雄大性や余裕を持たせることができるかは、

前段階のシュタルダーやあての動作に関わるところである。このことは「トカチェフ」

の先行研究 山4)必)47) 54) 60)やマイネル却の「運動の局面構造Jの観点から説明ができる。
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人聞が行う随意運動は一回性の原理 22)~こ基づいているため、同じ技の実施でも多少

なりとも優劣が認められる。特に鉄棒における手放し技では、バーから手を放し再びバ

ーを持つという特性もあり落下のリスクが高い。競技会においての落下は-1.0の減点

となり、選手にとって痛手を負うことになる。したがって、大欠点や落下の原因を探る

ことは非常に有益な情報になり得ると考えられる。また「ピアッティ」は、「シュタル

ダー」と「トカチェフ」の形態を併せ持った複合技であるが、先述したようにこの 2つ

の技を単純につなぎ合わせることが「ピアッティ」を成立させているわけで、はないため

「、ンュタルダー」および「トカチェフ」との比較が検討されるべきである。

体操競技は審判員の評価により勝敗を分ける競技であるため、その運動の良否の判断

は、運動観察に優れた審判資格を有する者による評価が妥当であると考えられる。

以上の理由から、原資料を基に以下の 6つの考察視点を設け、各被験者の試技をモル

ブオロギー的観点から考察を行った。

1) 審判員による評価

2) シュタルダー局面

3) あて局面

4) 空中局面

5) 不良な実施との比較

6) シュタルダーおよびトカチェフとの相違

第 5節計測方法

撮影した映像は二次元のものであり、計測した角度、高さは二次元の数値である。計

測はインク社製PCソフト FormFinderを使用して行った。

(1) 審判員による評価

(公財)日本体操協会公認 1種審判員 3名により、本人が最も良いと思った試技につい

て他者観察報告および2017年版採点規則必)に基づいた実施減点の算出を行った。

(2) 開始局面

ここでは足首点が鉄棒の水平線上に位置したときの姿勢をシュタルダーの開始局面

とした。本局面では腰角度と肩角度、および上体傾斜角度を測定した

a) 腰角度

横方向から撮影した映像より、足首点が鉄棒の水平線上に位置したときの、肩点と腰

点を結んだ線分と、腰点と膝点を結んだ線分のなす角度を測定した(図 26-1参照)。
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b) 肩角度

横方向から撮影した映像より、足首点が鉄棒の水平線上に位置したときの、肘点と肩

点を結んだ線分と、肩点と腰点を結んだ線分のなす角度を測定した(図 26-2参照)。

c) 上体傾斜角度

横方向から撮影した映像より、肩点と肘点を結んだ線分の延長線と、鉄棒の垂直線を結

んだ線分のなす角度を測定した(図 26-3参照)。

図26-1 開始局面の腰角度 図26-2 開始局面の肩角度

図26-3 開始局面の上体傾斜角度

(3) おとし局面

ここでは肩点が鉄棒の水平線上に位置したときの姿勢を、ンュタルダーのおとし局面

とした。

a)腰角度

横方向から撮影した映像より、肩点が鉄棒の水平線上に位置したときの、肩点と腰点

を結んだ線分と、腰点と膝点を結んだ線分のなす角度を測定した(図 27-1参照)。

b)肩角度

横方向から撮影した映像より、肩点が鉄棒の水平線上に位置したときの、肘点と肩点

を結んだ線分と、肩点と腰点を結んだ線分のなす角度を測定した(図 27-2参照)。

図27-1 おとし局面の腰角度 図28-2 おとし局面の肩角度
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(4) 肩点が支柱と重なる局面

シュタルダーで、はパーの真下で、腰の屈曲が最大になる 23)との報告から、肩点が鉄棒

の支柱と重なった局面を抽出した。

a)下腿傾斜角度

横方向から撮影した映像より、腰点を基準とした垂直線と、腰点と膝点を結んだ線分

のなす角度を測定した(図 29参照)。

図29 肩点が支柱と重なる局面の下腿傾斜角度

(5) あて局面

シュタルダー局面から体を反り始めて離手するまでをあて局面とした。

a)最大腰角度

離手直前までのあてを実施する運動局面の中で最も腰が反っている局面を抽出し、肩

点と腰点を結んだ線分と、腰点と膝点を結んだ線分のなす角度を測定した(図 30-1 参

照)。

b)肩角度

a)で抽出された局面での、肘点と肩点を結んだ線分と、肩点と腰点を結んだ線分のな

す角度を測定した(図 30-2参照)。

c)最小開脚角度

縦方向から撮影した映像より、最も閉脚している局面を抽出し、左右の膝点を腰点と

結んだ線分のなす角度を測定した(図 30-3参照)。

図30-1 図30-2 図30-3

あて局面の最大腰角度 あて局面の肩角度 あて局面の最小開脚角度
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(6) 空中局面

離手してから、バーを再び持つまでの局面を空中局面とした。

a)腰点の高さ

腰点が鉄棒の垂直線上に位置したときの、鉄棒から腰点までの高さを計測した(図31-

1参照)。

b)上体傾斜角度

腰点が鉄棒の垂直線上に位置したときの、腰点と鉄棒の垂直線上を結んだ仮想、の垂線

と、肩点と腰点を結んだ線分のなす角度を計測した(図 31-2参照)。

図31-1 空中局面の高さ 図31-2 空中局面の上体傾斜角度

(7) その他の要因

以上の考察視点以外に「ピアッテイJの実施に影響を及ぼしていると考えられる技術

因子の考察を行った。「シュタノレダーJでは股関節屈曲に関わる筋群の柔軟性が高い選

手は、身体的負担を軽減する 23)との報告があることから、「長座体前屈」の値を測定し

考察を行った。測定にはデジタル長座体前屈計(T.K. K. 5112 竹井機器工業社製)を用い

た。
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